
※印は実績値の減少によって達成率が向上するもの

事務事業評価シート
（　　　　　　　　作成）

１ 事務事業の基本事項 整理番号

担当部課
事務事業名

電話番号 内線

実施期間施策の大網 ～
総 合 計 画

政策（節）
基 本 計 画 その他の計画

施策（項）

予算事業名 予算事業番号

自治事務のうち義務的なもの 自治事務のうち任意のもの 法定受託事務
事 務 分 類

サービス提供 施設整備 許認可事務 補助金交付 施設維持管理 内部事務 その他

実 施 形 態 直営 全部委託 一部委託 補助・負担 ）その他（

事業開始の
背景・経緯

２ 事務事業の目的・内容

実 施 の 根 拠対 象
（法令・条例等）

目 的
（もたらそうと

する成果）

全体の事業
内 容

３ 事務事業の実施状況と成果

度の
実施内容

目標値の根拠・考え方区分 活 動 指 標 名 区 分 単位 (前年度値の場合は「前年度実績」)

目標値又は
前年度値

実績値①
達成率又は ％前年度比

目標値又は
前年度値

実

施

状

況

実績値②
達成率又は

％前年度比

目標値又は
前年度値

③ 実績値
達成率又は ％
前年度比

目標値又は
前年度値

④ 実績値
達成率又は

％前年度比

目標値の根拠・考え方区分 成 果 指 標 名 区 分 単位 (前年度値の場合は「前年度実績」)

目標値又は
前年度値

① 実績値

達成率又は
成

果

％前年度比

目標値又は
前年度値

② 実績値
達成率又は

％前年度比

無印は実績値の増大によって達成率が向上するもの

 令和 2年度 (令和 1年度分)
令和 2年 7月

817000-01-01

教育部 図書館資料貸し出し事業（本館）
04-2964-2415

02 学びあいのまちづくり 昭和41年 年

03 社会教育の充実 図書館基本計画
01 社会教育環境の充実

情報ｼｽﾃﾑ整備･図書等購入 13-10,15-10

□ ■ □

■ □ □ □ □□ □

■ □ □ □ □

昭和41年の市制施行に伴い、図書館設置及び管理条例制定。旧市役所内に図書館を設置、図書館業務を開始。昭
和48年中央公民館2階に移転。昭和60年産業文化センター内に移転。昭和61年宮寺配本所、平成5年西武分館、平
成6年金子分館、平成13年藤沢分館を開館。平成７年所沢、狭山、飯能と相互利用開始。平成27年度青梅市と相
互利用開始。平成28年度から分館は指定管理者制度を導入。令和元年度日高市と相互利用開始。

入間市内に居住又は通学・通勤している人及 図書館法、入間市立図書館設置及び管理条例
び所沢、飯能、狭山、青梅、日高市の居住者 、同施行規則

図書館法の理念に基づき、図書資料の的確な収集並びに整備を図り、市民の生涯学習機会の充実と高度情報化社
会への対応に寄与し、市民の高度な知的要求と最新情報の収集に応えるための地域情報センターとしての役割を
果たす。

図書館資料を選書基準に基づいて計画的に整備し､地域資料（郷土資料・行政資料）についても整備充実に努め
ている。また､インターネットを活用し､自宅のパソコンや携帯電話による蔵書検索や予約サービスを行っている
。子どもの読書活動推進のため、おはなし会の定期的な開催や調べ学習に対応した資料の収集、ブックガイドの
発行、学校図書館ボランティア研修会等にも積極的に取り組んでいる。

2022

図書資料特に、大活字本LLブック等の積極的な購入を行い、視聴覚資料ではビデオテープに代わる資料としてＤ令和 1年
ＶＤ資料の拡充を図った。

平成29年 平成30年 令和 1年 令和 2年

蔵書数 前年度実績    564,743     570,768     579,430点     574,964
蔵書数は流動的なため、

    570,768点     574,964     579,430 本館のみの実績値を表す
ことができないことから

     101.07      100.74      100.78 全館の数値とする
延べ貸出者数 前年度実績    124,375     114,020     113,599     102,500人

平成２８年度から本館の
人     114,020     113,599     102,500 数値のみ

      91.67       99.63       90.23

前年度実績延べ貸出数     406,852     377,801     373,021     339,076点
平成２８年度から本館の
数値のみ点     377,801     373,021     339,076

      92.86       98.73        90.9

                                            

                                 

                                 

平成29年 平成30年 令和 1年 令和 2年

人口1人当たりの 前年度実績       2.74        2.54        2.52         2.3点
貸出数 令和２年４月１日の人口

       2.54点        2.52         2.3 から算出
平成２８年度から本館の

       92.7       99.21       91.27 数値のみ

                                            

                                 

                                 



埼玉県入間市

４ 事業費

区 分

当 初 予 算 額
事業費

①決算（見込）額

一般職・労務職
従 事

嘱託・再任用
職員数人件費経

費

パ ー ト 等

人 件 費 ②

総 事 業 費 ③＝①＋②

国・県支出金 ④

その他特定財源 ⑤

特 定 財 源 ⑥＝④＋⑤

入間市年間負担額 ③－⑥

⑦指標名効率性
指　標 ③÷⑦コスト

備 考

５ 事務事業の評価
◆１次評価

必 要 性 有 効 性 効 率 性
個

別

評

価

必要不可欠 大変有効である 向上

有効である やや向上高い
普通 変わらない普通

やや悪化あまり有効でないやや低い
悪化有効でない低い

評 価 今 後 の 方 向 性総

合

的

評

価

充実
継続
縮小

廃止・休止
完了・終了

改 善 の 評 価

改善できた

やや改善できた

改善できなかった

改

善

課

題

◆２次評価

今 後 の 方 向 性 具 体 的 内 容総

合

的

評

価

充実

継続

縮小

廃止・休止

平成29年 平成30年 令和 1年 令和 2年

     42,858 千円     43,183 千円      43,987 千円      41,332 千円

     44,574 千円      43,198 千円     42,975 千円

        2.8 人　       2.24 人　        2.65 人　

       0.95 人　        0.95         0.4人　 人　

       9.37 人　 人　       9.62        9.74 人　

     39,916 千円      42,394 千円      41,119 千円

     82,891 千円      86,968 千円      84,317 千円

          0 千円           0 千円           0 千円

          0 千円           0 千円           0 千円

          0 千円          0 千円           0 千円

     84,317 千円     82,891 千円      86,968 千円

延べ貸出数     377,801 点     373,021 点     339,076 点

事業費/延べ貸出数         219 円         233 円         248 円

□ □■
□ □□
■ □□

■□□
□□□

□貸出者数、貸出数共に減少しているが、新型コロナウイルス感染症の影響により、令和2年3
■月14日より臨時休館していたためと思われる。臨時休館中は大規模な修正が必要な資料デー
□タを修正し、利用促進に努めた。引き続き利用促進に努める。また、蔵書数は昨年度より44

66冊増加しており、経年劣化したものの買い直しや利用率の低い資料を除籍し、新たに価値 □
の高い、市民からの要望の高い資料を購入し、利用者の満足度の向上に努めた。 □

令和 1年度の取り組み課題

利用制限が導入され２年目となる、前年度の統計数値などを確認し、サービスの向上を図る
□。

魅力ある図書館をつくり、維持発展させるために、所蔵資料の更新はかかせない。その上で ■
、現在ある資料のデータに不備がある場合は、適宜修正し、的確かつ迅速な資料の提供を行 □
うための環境を整える。

令和 2年度の取り組み課題

第2次入間市立図書館基本計画の目標値を達成するため、重点的な取り組みに掲げられている「子ども向け資料の充実」
「入間市コレクションの充実」等、図書館資料の拡充に努める。

令和 3年度の取り組み課題

図書館システムの更新に伴い、選定委員会の発足など本格的にシステムの選定が開始される年である。これまでの課題を
整理し、図書館サービスの向上に繋がるよう厳格なシステムの選定を行う。

資料貸し出し事業を継続する上では、効率性の維持が重要である。このため、市民ニーズに□
的確に対応した図書等の整備を続けるとともに、開館時間延長について検証結果に基づく見■
直しを行う必要がある。また、利用制限について検証を行い、課題や対応策を整理し、適切□
な運用となるよう配慮する必要がある。さらに、配送制度の検討において、分館・相互利用

□ ・移動図書館などを総合的に見直し、効率的で効果的な運営を図る必要がある。


